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新しい年を迎えて 
                    所長  岡 村 正 人 

 

皆様方には、新しい年、2016 年をお健やかにお迎えのこととお慶び申し上げます。本年もよ 

ろしくお願いいたします。 

昨年を振り返ってみますと、移転して５年目、節目の年を迎えました。長野県社会福祉事業団職

員による管理運営となって 2 年目、いろいろな面で新たな壁にぶつかり、次から次へと試練を与

えられた一年であったようにも感じたところですが、職員のがんばりと大勢の方々からのご支援に

よりまして、なんとか、第 1 期の指定管理を全うする運びになっております。そして、おかげさ

まで、事業団が、第 2期（平成 28年 4月 1日から 5年間）の指定管理を再受託することができ

ました。 

また、全国情緒障害児短期治療施設職員研修会の生活指導部会を、11 月 19 日、20 日に開催

したところ、全国各地の施設からお出で頂き、総勢で 70余名の参加を得ることができました。長

野県、そして、松本あさひ学園ならではの研修会にしたいという強い思いを持って準備してきまし

たが、当番施設としての役割を何とか果たすことができました。ご協力ありがとうございました。 

12 月のクリスマスのときに、ある子どもたちから、素敵なクリスマスカード（メッセージ）を

いただくことができました。（原文のまま載せます。） 
 

しょくいんさんへ。 

いつも、ねれなくてもおしごとおつかれさまです。毎日、児童をみまもってくださって、まこと

にありがとうございます。これからも、みんなのこと、みていてください。ばあいによって、あば

れる人がいるかもしれないけど、がんばって下さいよ！もっと、いいしょくいんになって下さい

ね！ 

オレッチたちも、がんばるのであります。     ○○と○○より 
  

「子どもたちに寄り添い、温かさの通じ合う、オアシスのような施設でありたい」という、松本

あさひ学園開設時の原点を改めて思い起こさせる、素敵なクリスマスプレゼントでした。子どもた

ちって、本当によく見ているし、わかっているし、だからこそ、この仕事は厳しいけれど、やりが

いのある仕事だと思います。子どもたちのくれた宝物を、心の奥底にきちんとしまっておきたいと

思いました。 

最後になりましたが、子どもたちそして皆様にとって、本年が希望に満ちたより幸せな年となり

ますよう心からお祈り申し上げます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 松本あさひ学園として 5回目のほほえみ祭が秋晴れのもと盛大に開催されました。

午前中のポスター表彰から始まり、松本あさひ太鼓は、今年のテーマどおり一人ひと

りの力を見事に終結し、迫力ある演奏となり、来場者から万雷の拍手を受けました。

午後は園庭へ移動、みんなの思いが寄せられた『スイミー』のはり絵をバックに、児

童一人ひとりの個性あふれる出し物がステージせましと発表され、拍手と歓声と時折

笑いを誘っていました。とても暑い一日となりましたが、何となくホッとした瞬間が

今も思い出される、そんな一日となりました。 

本年度のクリスマス会はイブの 12月 24 日（木）の午後 5時 30 分から 8時

まで、児童 22名、職員・宿直支援員 13 名、計 35名が参加して行われました。

『子どもたちをおもてなししよう』をコンセプトに、“子どもたちに楽しい時間を

過ごしてもらうにはどうしたらいいか”に知恵を絞りました。10 名余のボランテ

ィアのみなさんによるバイオリン、クリスマスソングのコンサートをはじめ女子児

童はヘア・アレンジでおしゃれをするなど、楽しい時間を過ごしてくれたことと思

います。閉会後、児童はそれぞれの部屋に置かれたサンタさんからのプレゼントを

みつけ、満面の笑顔となりました。 

平成 27年の大晦日、みんなで鍋パーティーをしました。グループごとに鍋を囲み

ながら美味しい○○鍋を食べて、ほっこりと身も心も温まることができました。 

 新年を迎え、女子ユニットでは初詣や新春ボーリング大会を開催、ボーリングをあ

まり経験したことのない児童が多かったですが、持ち前の運動神経の良さ?を発揮し、

とてもはしゃいでいました。また、児童全体でお正月遊びも行いました。なかでもか

るたや福笑いは大人気で、参加した児童は大いに楽しんでいました。年末年始を通し

て、楽しい活動ができました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「編集後記」 

 今年の冬は寒暖の差が激しく、体調を崩しがちですが、松本あさひ学園の子どもた

ちは元気いっぱいです。新年を迎え、子ども、職員共に新鮮な気持ちで笑顔あふれる

松本あさひ学園を作り上げていきたいと思いますので今年もよろしくお願いします。   

なお、NO.19の発行が遅れてしまったことをお詫び申し上げます 

（ふれあい編集委員） 

～今後の予定～ 

 

２月１８日（木）  学習発表会（中学生） 

２月１９日（金）  学習発表会（小学生） 

 ３月 15日（火）  分校卒業式 

３月１６日（水）  やよいの会 

新年の 1月 5日、快晴のもとで餅つき会が行われました。初めて経験する児童もい

て、周りからの「よいしょ、よいしょ」のかけ声に応えるように杵を振るい、元気よ

く餅つきをしました。今回も大勢のボランティアのみなさんに参加していただいて、

楽しくお餅をつくことが出来ました。 

お餅を取ったり、味をつけたりする場面では慣れない作業になかなか手を出せずに

いた児童も、最後にはみんなで楽しんでお餅を丸めることができました。 

 また、お餅つきが終わった児童は学習室でボランティアのみなさんとコマ回しやカ

ルタ取りなど、お正月ならではの遊びをしました。 

 お雑煮やあんこ、きなこ、ごまなどいろいろな種類のお餅を腹いっぱい食べ、大満

足の餅つき会となりました。 



 

 

 

 


